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≪編集後記≫ 
 「藝術」第 19 号をお届けします。 
 第 13 号から「藝術」の編集に携わることになって 7 号目になります。こ 
の間の年々歳々の足どりを振りかえってみるとき、ひとつの大きな変化に 
今昔の感を覚えます。13 号当時には、よせられる原稿はすべて、いわゆる   
400 字（又は 200 字）詰めの原稿用紙に手書きのものでした。ところが号を重 
ねるにつれて次第にワープロによる原稿が増えてきました。この第 19 号で 
は、遂に殆んどがそうなりました。しかもさらに、本誌のできあがり頁そ 
のままの形のワープロ用の原稿用紙の配布もあって、論文及び挿入される 
図版・図表や楽譜などの提示方法について、筆者自身のレイアウトが行わ 
れるようになりました。筆者自らの手によって研究の内容・論旨の表現、 
作品発表の形に行き届いた工夫が施され、読者の理解にたいする細かい心 
遣いと努力が生かされるようになったのです。それは執筆者の編集業務へ 
の積極的な参画となり協力ともなりました。それには印刷製本技術の柔軟 
な対応が可能になってきていることも大いにあずかっています。（もちろん 
手書きの原稿も尊重いたします。大いに御寄稿下さい。念のため。） 
 このような傾向もあって、執筆者からの助言や編集委員会での提言も目 
立って活発になりました。それらすべてを実現するわけにはまいりません 
が、編集の試行錯誤には欠かせぬ貴重な声として受けとめております。 
 他方、学内 LAN 整備の計画も急速に動きだしました。このこともまた 
遠からず、研究・制作の内容と形式に、いうまでもなく教育の現場に新し 
い可能性を加えてゆくことになりましょう。 
 今日のこの状況のもとに「芸術」が本学の紀要としての独自性を発揮し 
ながら一層充実してゆくために、学内外からの御批評、御教示を仰ぎたい 
と願っています。 
 表紙には、芸術計画学科の北里桂一教授の作品（日本画）をいただきま 
した。 
 今号の発刊にあたって、それぞれのお立場で御理解と御盡力下さいまし 
た諸氏に心からの感謝を表明いたします。          （山崎苳子） 
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山水画といわれる世界があります。 
東洋人にとってはなじみの風景であり、 
時にはその山水画にある風景を求めて 
旅にも出ます。 
たいていの人は山水画に出合ったとき、 
自分の体験とあわせてその風景を想像します。 
白原シリーズを見た人は、 
北海道ですかと自問し、そうだと曖昧に答えると 
やっぱりと満足そうです。 
山水画にはほかの絵画にない共通体験があるのでしょうか。 
 




